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III. 2020 年度の研究概要 

クラウドと呼ばれるキャビテーション気泡の集合体は，集団的な成長と圧壊を繰り返す非定常挙動を示す．特に，圧

壊時に強力な衝撃波が発生すると考えられているが，そのメカニズムは実験的にも解析的にも十分に明らかにされていな

いのが現状である．そこで，本研究では，静止流体中に水ジェットを発射することによって発生するクラウドの非定常挙

動と圧壊時の衝撃波現象を，観測実験と 2 次元 Smoothed Particle Hydrodynamics (SPH) 法を用いた数値

実験により調査した．特に数値実験では，クラウドの成長・収縮，圧壊は，その界面を移動する双子渦の運動と同期

していることが明らかになった．これは，クラウドのマクロモデルの提案において重要な知見になると考えられる． 

IV. 2021 年度の研究目標 

2021 年度は，表面張力と溶存気体の析出を考慮した新たなモデルを基礎とする数値解析を行い，研究室で実施

してきた観測実験結果と定性的・定量的な一致を見せる解析結果の取得を試みる．その上で，クラウドの界面を運動

する双子渦の圧壊時の衝撃波現象の関係を解明することを目標とする．また，異なる 2 方向からの高速度カメラの撮

影により，従来の研究ではほとんど明らかになっていないクラウドの 3 次元形状の実験的調査を行う予定である．特にク

ラウドの圧壊前後の形状を調査することは，衝撃波現象のメカニズムの解明において非常に重要であると考えられる．  

 

  




